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高周波エネルギー輻射量からみる余震活動の特徴 

 Hi-net(⼀部 KiK-net)の３成分合成地震波形エンベロープから、７⽉２８⽇に発⽣した熊本地震

（MJ7.1）後 10 ⽇間の⾼周波エネルギー輻射量（4~20Hz）を、Sawazaki et al. (2016)の⽅法で

推定

➡ 地震活動が活発なために震源カタログが不完全な状況でも、余震活動度をモニタリング可能

 平成２８年熊本地震の最⼤前震後および本震後と⽐べると、今回の地震の余震からの積算⾼周

波エネルギー輻射量は少ない

 地震発⽣から 10 ⽇後の時点で、本震の⾼周波エネルギー輻射量に対する余震からの積算⾼周波

エネルギー輻射量の割合は 5.6％。地殻内地震としては平均的な値（第２図参照）

―：熊本地震（2026/7/28、MJ7.1） 

―：熊本地震（2016/4/14、MJ6.5、最大前震） 

―：熊本地震（2016/4/16、MJ7.3、本震） 

第１図 令和８年熊本地震（MJ7.1）発⽣の１
分後から 10 ⽇後までの⾼周波エネルギー輻
射量の積算値。平成２８年の熊本地震（最⼤
前震と本震）後の推移と合わせて⽰す。

―：熊本地震（2026/7/28、MJ7.1） 

―：新潟県中越地震（2004/10/23、MJ6.8) 

―：熊本地震（2016/4/14、MJ6.5、最大前震） 

―：熊本地震（2016/4/16、MJ7.3、 本震） 

―：能登半島地震（2024/1/1、MJ7.6） 

―：その他の地殻内地震 

第２図 ⽇本で発⽣した過去の主な地殻内地震
と令和８年熊本地震（⾚線）による、本震の⾼
周波エネルギー輻射量に対する余震からの積
算⾼周波エネルギー輻射量の割合の推移。

防災科学技術研究所
Ⅱ - 26




